
経済安保法制 課題山積み

駈M喝麟＇ し詈翌＇枯塁露開濯'
会
議
で
、
小
林
應
之
経
済
安

保
相
が
法
案
の
柱
と
し
て
「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）

の
頭
靱
化
」

「基
幹
イ
ン
フ
ラ

の
安
全
性
確
保
」

「
重
要
技
術

の
育
成
」
「
特
許
非
公
開
」
を

挙
げ
て
こ
う
求
め
た
。
「
四
つ

の
分
野
に
つ
い
て
念
頭
に
饂
き

つ
つ
も
、
忌
憚
の
な
い
議
論
を

行
い
、
経
済
安
全
保
瞬
に
関
す

る
誓
の
在
り
方
を
提
言
頂
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

会
議
は
非
公
開
。
後
日
、
発

言
者
を
伏
せ
て
議
事
概
要
が
公

表
さ
れ
る
。
メ
ン
バ
ー
は

18

人
。

外
交
•

安
全
保
岡
政
策
の

司
令
塔
を
担
う
国
家
安
全
保
岡

局

(
N
S
S
)
に
「
経
済
班
」

を
岡
い
た
北
村
滋•
前
局
長
や

外
務
省
出
身
の
兼
原
信
克

・
元

内
閣
官
房
副
長
官
補
ら
安
全
保

障
政
策
の
中
核
を
担
っ
た
元
官

僚
も
起
用
さ
れ
た
。

政
権
が
特
に
注
意
を
払
っ
た

の
が
、
経
済
界
か
ら
の
人
選
。

A
N
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
や

キ
ャ
ノ
ン
、
日
本
商
工
会
議
所

や
経
団
連
の
幹
部
も
名
を
連
ね

た
。
官
邸
関
係
者
は

「経
済
界

の
協
力
は
不
可
欠
」
と
話
す
。

背
に
は
、
経
済
的
な
結
び

来
年
1
月
に
召
集
さ
れ
る
通

―

常
国
会
ま
で
に
、
推
進
法
の
中

身
を
固
め
ら
れ
る
の
か
は
不
透

明
な
状
況
だ
。

壁
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
経

済
安
保
と
い
う
概
念
の
あ
い
ま

い
さ
だ
。
す
で
に
各
国
が
主
導

権
争
い
を
繰
り
広
げ
る
分
野
だ

が
、
複
数
の
政
府

・
与
党
関
係

者
に
よ
る
と
、
内
閣
法
制
局
か

ら
、
経
済
安
保
の
定
義
や
、
法

律
の
必
要
性
な
ど
を
根
挺
づ
け

る

「立
法
事
実
」
に
つ
い
て
注

文
が
つ
い
た
と
い
う
。

検
討
中
の
法
案
に
は
、
基
幹

イ
ン
フ
ラ
分
野
で
設
備
導
入
の

際
に
安
全
保
岡
上
の
脅
威
と
な

り
う
る
国
の
製
品
が
含
ま
れ
て

い
な
い
か
を
政
府
が
審
査
す
る

と
い
っ
た
規
制
も
含
ま
れ
る
。

政
権
内
に
は

「経
済
安
保
は
末

知
の
脅
威
へ
の
備
え
。
実
際
に

被
害
が
起
き
な
い
と
法
律
が
制

定
で
き
な
い
の
は
お
か
し
い
」

（
政
府
関
係
者
）
と
の
声
が
あ

る

一
方
で
、

「規
制
が
伴
う
か

ら
に
は
し
っ
か
り
定
義
を
書
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
官
邸

幹
部
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

与
党
内
か
ら
も
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
意
見
が
出
始
め
て
い

る
。
自
民
党
経
済
安
保
対
策
本

部
長
の
高
市
早
苗
政
調
会
長
は

24日
の
講
演
で

「国
会
で
も
め

て
し
ま
う
と
、
来
年
の
参
院
選

に
ど
の
よ
う
に
影
密
が
出
る

か
。
内
容
に
よ
っ
て
は
野
党
ま

で
含
め
た
賓
同
が
得
ら
れ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
対
決
法
案

に
な
る
可
能
性
に
言
及
。
「
法

案
を
い
つ
出
す
か
、
政
府
は
頭

が
痛
い
と
こ
ろ
。
第
1
弾
、
第

2
弾
と
様
子
を
見
な
が
ら
、
と

い
っ
た
取
り
扱
い
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
し
、
対
立
点
の

少
な
い
部
分
か
ら
段
階
的
に
提

出
す
る
こ
と
も
示
唆
し
た
。

（雀
太
郎
、
伊
藤
弘
毅
、
相
原
亮
）

概
念
あ
い
ま
い
法
制
局
も
注
文

岸
田
政
権
の
目
玉
施
策

「経
済
安
全
保
瞬
推
進
法
」
の
制
定

に
向
け
た
有
識
者
会
議

（
座
長
11
青
木
節
子

・
慶
応
大
大
学
院

教
授
）
が
26日
、
初
め
て
開
か
れ
た
。
先
端
技
術
を
振
興
す
る

「攻
め
」
と
技
術
や
情
報
流
出
を
防
ぐ
「
守
り
」
の
両
面
が
あ

る
推
進
法
。
念
頭
に
四
く
中
国
と
の
距
離
感
や
企
業
活
動
へ
の

制
約
な
ど
課
題
は
山
和
み
で
法
案
づ
く
り
も
簡
単
で
は
な
い
。

つ
き
が
強
い
中
国
と
の
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
（
切
り
離
し
）
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
、
と
の
業
戒

感
が
あ
る
。
推
進
法
が
め
ざ
す

有識者初会議

ー
の
は
、
他
国
に
左
右
さ
れ
な
い

自
律
性
の
高
い
サ
ブ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
や
機
微
技
術
の
流

出
防
止
で
、
念
頭
に
置
く
の
が

中
国
だ
か
ら
だ
。

経
済
団
体
幹
部
は

「何
が
よ

く
て
何
が
ダ
メ
な
の
か
、
き
っ

ち
り
と
線
引
き
し
て
、
明
確
に

し
て
ほ
し
い
」
と
釘
を
刺
す
。

こ
の
日
の
会
議
で
も
、
こ
う
し

た
意
見
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。

掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は日本の著作権法並びに国際条約により保護されています。

Copyright The Asahi Shimbun Company. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission. 


